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小数の割り算と余り 

 

３.３÷□＝０.５余り０.７のとき，□＝（３.３－０.７）÷０.５＝５となりますが，３.３を５で小数第１

位まで割ると０.６余り０.３となるので，□に５を入れても正しい式にはなりません。以下では，このよう

な正しくない式は考えないこととします。 

 

（１）Ａ÷Ｂ＝１０.９余り０.５のとき，Ｂにあてはまるもっとも小さい整数を答えなさい。ただし，Ｂは

整数であることとします。 

 

（２）６.６÷Ｂ＝Ｃ余り０.３のとき，Ｂ，Ｃにあてはまる数の組をすべて答えなさい。ただし，Ｂは整数

で，Ｃは１８.２や０.３のように，小数第１位まである小数とします。３.０のような数は含めません。 

 

（３）６.６÷Ｂ＝Ｃ余り０.３のとき，Ｂ，Ｃにあてはまる数の組は全部でいくつありますか。ただし，Ｂ

は整数で，Ｃは小数第２位まである小数とします。２.５０のような数は含めません。 

 

（４）６.６÷Ｂ＝Ｃ余り０.３で，Ｂは整数，Ｃは小数第Ｎ位まである小数とします。Ｎをある数以上にす

ると，Ｂ，Ｃにあてはまる数の組の個数は増えなくなります。それはＮがいくつのときであり，そのと

きの数の組は何組ですか。 

 

  

最難関問題 
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小数の割り算と余り （１）６ 

（２）（６３，０.１），（２１，０.３），（９，０.７），（７，０.９） 

（３）１０組 

（４）Ｎ＝５，１４組 

 

 

（１）Ｂ＝１のときは，余りが出ません。Ｂ＝２のとき，Ａ＝１０.９×２＋０.５＝２２.３ですが，２２.

２÷２＝１１.１余り０.１となって条件を満たしません。このときの筆算を観察すると，割る数が２で小数

第１位まで割るとき，余りは２×０.１＝０.２より小さくなることがわかります。 

 よって，Ｂは６以上の整数となります。Ｂ＝６のとき，Ａ＝１０.９×６＋０.５＝６５.９となり，６５.

９÷６＝１０.９余り０.５となり，条件を満たします。 

 

（２）（１）より，Ｂは４以上の整数であることがわかります。また，小数第１位まで割るということは，

６.６を６６，余りを４としたときの割り算を参考にできるということです。 

６６÷ｂ＝ｃ余り３とすると，ｂとｃの積は６６－３＝６３ですから，ｂが４以上となるのは，（ｂ，ｃ）

＝（６３，１），（２１，３），（９，７），（７，９）の場合です。 

ＢとＣの積は６.３ですから，答えは（６３，０.１），（２１，０.３），（９，０.７），（７，０.９）となります。 

 

（３）（２）と同様に考えると，６６０÷ｂ＝ｃ余り３０として，ｂとｃの積が６６０－３０＝６３０とな

り，ｂが３１以上となるのは，（ｂ，ｃ）＝（６３０，１），（３１５，２），（２１０，３），（１２６，５），

（２１０，６），（９０，７），（７０，９），（６３，１０），（４５，１４），（４２，１５），（３５，１８）の

場合です。ただし，（ｂ，ｃ）＝（６３，１０）のときは（Ｂ，Ｃ）＝（６３，０.１０）となるので，条件

を満たしません。よって，１０組です。 

 

 

（４）ｃの値に注目をすると，６３÷３＝２１より，２０以下であることがわかります。また，ｂとｃの積

は６.３に１０をいくつかかけたものですから，素因数分解をしたときには２×２×…×２×３×５×５×

…×５×７となります。２０以下の整数のうちでこれらの組合せから作ることができない数は，１１，１３，

１７，１９の４個です。また，ｃが１０，２０であるときも条件を満たしません。よって，ｃは最大で２０

－（４＋２）＝１４（個）です。また，１４個のｃのうちで２か５を最も多く使うのは，１６＝２×２×２

×２です。６３×１０×１０×１０×１０÷６.３＝１０×１０×１０×１０×１０ですから，Ｎ＝５のと

きの１４組が最大です。 

最難関問題 


